
（双葉町生徒海外派遣事業）
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か
つ
て
双
葉
町
の
賑
わ
い
の
中
心
で

あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
側
地
区
に
、
新
た

な
息
吹
を
吹
き
込
も
う
と
す
る
「
双
葉
駅

東
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
を
令
和

７
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
際

し
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
座
談
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
多
様
な
声
を

政
策
に
反
映
。「
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
」、

「
み
ん
な
で
描
く
未
来
」
を
形
に
す
べ
く

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
は
、
公
共
や
商

業
・
住
居
の
機
能
が
調
和
す
る
集
積
エ
リ

ア
と
し
て
、
駅
前
通
り
を
中
心
に
段
階
的

な
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

駅
前
は
賑
わ
い
の
場
、
新
山
地
区
は
住

ま
い
の
場
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
旧
図
書

館
周
辺
は
公
共
施
設
・
水
辺
整
備
等
の
連

携
に
よ
り
良
好
な
街
並
み
を
整
備
し
て
い

く
方
針
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
方
針
に
よ
り
、
歩
い
て

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
旧
三
宮
堂
田
中
医
院
診
療
所

を
は
じ
め
、
町
内
に
残
る
シ
ン
ボ
ル
的
な

建
物
を
再
生
さ
せ
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

も
大
切
に
継
承
す
る
方
針
で
す
。

復興・にぎわい再生にむけて動き出しています

駅東のミライ駅東のミライ

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
側
に
、

新
た
な
息
吹
を

駅東のミライ

旧東邦銀行双葉支店

公設商業施設
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Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
側
地
区
は
新
た
な
交
流

と
暮
ら
し
の
場
の
創
出
に
向
け
て
整
備
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
基
本
構
想
を
形
に
し

て
い
く
に
は
行
政
と
民
間
が
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

町
に
戻
り
た
い
方
、
移
住
や
起
業
を
考

え
る
方
、
地
域
と
の
再
会
を
望
む
す
べ
て

の
人
に
と
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
側
地
区

が
魅
力
と
期
待
に
満
ち
た
舞
台
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

［導入機能（予定）］

宿泊機能／待合機能／観光案内／公衆トイレ／

ＥＶ充電器（北側駐車場）

［整備スケジュール］

令和９年度中の開館を目指す

ＪＲ双葉駅に隣接する建物に宿泊機能を導入し

ます。 

待合機能や観光案内機能も持たせる方針です。 

コミュニティーセンター

［導入機能（予定）］

オフィス／

シェアキッチン／

コワーキングスペース／

交流機能

［整備スケジュール］

令和９年春の開館を

目指す

かつての銀行がコワーキングスペースを備えた

シェアオフィスに生まれ変わります。駅前に人

の流れを生み出します。

旧東邦銀行双葉支店

町民の方から要望の多かった飲食店が３店舗入

居します。生活環境の向上に加え、ランチや懇

親会など交流の促進を期待しています。

公設商業施設

整備スケジュール

［入居店舗］

鉄板焼き／カフェ／居酒屋

［整備スケジュール］

令和８年春頃のオープンを目指す

令
和
７
年
度
上
期

令
和
８
年
度
上
期

令
和
９
年
度
上
期

令
和
７
年
度
下
期

令
和
８
年
度
下
期

令
和
９
年
度
下
期

コミュニティーセンター

3 広報ふたば 令和７年１０月

●特集



賑わいを取り戻す駅東地区

　令和７年８月１日、公設商業施設にイオン双
葉店がオープンしました。イオン東北が運営す
る店舗では小さい店舗に分類されますが、住民
の声を反映した店づくりで商品は充実。近隣自
治体にお住まいの方やＪＲ双葉駅利用者も多く
活用されています。特にお昼時は店内のイート
インスペースは賑わいを見せています。
　また、シンボルの大屋根の下は天候に関わら
ず活用できる空間として今後の活用を期待して
います。
　イオン双葉店は年中無休。営業時間は朝８時
から夜７時まで。

　令和７年２月に民間主導で地域活動の拠点と
して整備されました。名前は双葉町（FUTABA）
の家（HOME）のように人々が集まり、繋がり
を生み出すとの願いが込められています。ま
た、これまで行われてきた「ちいさな一歩プロ
ジェクト」の流れを受けた「２歩目」という意
味も含まれています。
　１階は飲食店が日替わりで営業。２階は東北
大学と福島大学が入居してまちづくりの研究を
行うほか、整体も営業しています。飲食店の夜
の営業も始まり、住民の憩いの場となっていま
す。１階西側ではコーヒーも販売。青い壁が目
印の地域活動拠点です。

町内初のスーパー

　旧三宮堂田中医院診療所を修復して令和６

年１１月に移住希望者のための移住定住相談セ

ンターとして生まれ変わりました。令和７年９

月現在、町内居住者の約6割が移住者です。

　この施設が多くの方の移住につながることを

期待しています。

　建物内部は大正レトロの面影を残した造りで

す。このセンターは小規模な集会にも活用する

ことが可能で、これまでにも語学講習会などが

行われています。

移住定住相談センター

FUTAHOME
（ふたほめ）
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まちづくり
基本構想

町公式
ホームページ

駅東地区は建物だけじゃないんです。

ダルマ市 盆踊りふたば飲み

　ＪＲ双葉駅東口の駅前広場をはじめ、駅東地区では伝統行事や新しいイベントなどが

行われています。皆さんもぜひ遊びに来ませんか。

　双葉町の新年は江戸時代か

ら３００年続くと言われるこ

の行事でスタート。町外避難

中も中止することなく継続

し、令和５年からは町が主催

し町内で再開しました。まさ

に双葉町を象徴する伝統行事

です。

　メインイベントは重さ６００

㎏の巨大ダルマを南北に分か

れて引き合う「巨大ダルマ引

き」。この時、会場は冬の寒

さを吹き飛ばす熱気に包まれ

ます。

　また会場ではダルマや縁起

物が販売され、ダルマ神輿な

ども登場し、まさにダルマづ

くしの２日間です。

　「双葉町駅東地区まちづくり基本構想」及び双葉町内で行われる

行事・イベントに関してはＱＲコードから確認いただけます。

　ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

　令和５年７月に有志団体に

より、ＪＲ双葉駅前広場で１３

年ぶりに町内で盆踊りが復活

しました。懐かしい笛や太鼓

の音色、そして夏の風物詩

だった「相馬盆歌」が響き渡

りました。

　帰還した町民や移住された

方、避難先から訪れた町民が

一堂に会してやぐらを囲み、

踊りの輪を作り出しました。

各団体が出し物、出店を担当

し、地元の絆や賑わいを取り

戻すきっかけとなっています。

　令和７年度は残念ながら中

止となりましたが、新たな交

流の場を生み出す場として期

待されています。

　避難指示解除後のまちに人

が集える場所をつくろう。そ

んな想いから民間主導で始

まったのが「ふたば飲み」。

不定期開催のイベントです。

回を重ねるごとに来場者や出

店者が増加。訪れた町民や近

隣からの参加者を交え、夕暮

れから夜にかけて駅前空間が

にぎやかな交流の場へと変わ

り、町の再生に向けた想いや

情報を共有する場となってい

ます。

　「１歩、２歩…」と回を数

える“小さな一歩プロジェク

ト”の一環で町の復興を後押

しするイベントです。
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よ
う
や
く
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
10
月
も
気
温
が
高
く
な
る
と

の
見
通
し
で
す
。
台
風
が
発
生
す
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
十
分

な
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

８
月
27
日
、
伊
藤
忠
彦
復
興
大
臣
、
大

串
正
樹
経
済
産
業
副
大
臣
が
イ
オ
ン
双
葉

店
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら

１
カ
月
が
過
ぎ
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
近

隣
町
村
か
ら
も
多
く
の
方
が
来
店
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
双
葉
町
体
育
館
・
公

民
館
跡
地
に
飲
食
店
３
店
舗
が
入
居
す
る

公
設
商
業
施
設
や
旧
東
邦
銀
行
を
改
修
し

た
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
整
備
に
尽
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
28
日
と
29
日
の
二
日
間
、
産
業
交

流
セ
ン
タ
ー
の
屋
外
で
Ｆ

－

Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
主
催
の
「
ふ
た
ば
星

空
夜
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
開

催
の
「
小
さ
な
一
歩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

ふ

た
ば
飲
み
」
と
併
せ
、
星
空
の
下
で
音
楽

と
映
画
、
グ
ル
メ
を
楽
し
む
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ　

Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
主
催
の
「
た
だ
い
ま　

お
か
え

り
双
葉
の
夏
２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
３
５
０
年
以
上
の
伝
統
が
あ
る
新

潟
県
三
条
市
「
三
条
凧
合
戦
」
の
「
双
葉

場
所
」
と
し
て
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、今
年
か
ら
は
名
称
を
新
た
に「
双

葉
凧
合
戦
」
と
し
て
三
条
凧
協
会
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
双
葉
の
復
興
を

願
っ
て
作
成
さ
れ
た
六
角
凧
が
大
空
に
あ

が
り
ま
し
た
。
夕
刻
に
は
、
音
楽
ラ
イ
ブ

や
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
催
さ
れ
、
会
場

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審

査
会
の
視
察
に
同
行
す
る
と
と
も
に
、
要

望
書
を
手
交
し
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ま
の
想
い
を
伝
え
る
た
め
、
審
査
会

の
皆
さ
ま
に
は
、
現
地
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、

引
き
続
き
し
っ
か
り
と
御
審
議
い
た
だ
く

よ
う
に
岩
本
久
人
議
長
と
と
も
に
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
か
ら
、
県
内
外
８
会
場
で
町

政
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
町
政
に

つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
率
直
な
ご
意
見

や
ご
要
望
を
お
伺
い
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

朝
夕
は
冷
え
込
む
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
お
身
体
に
気
を
付
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

大串経済産業副大臣伊藤復興大臣

　８月２７日、復興庁の伊藤忠彦大臣及び大串正樹経済産業副大臣が町内視察を目的に来町され
ました。
　伊藤大臣は８月１日にオープンした「イオン双葉店」を視察されました。伊澤町長からは地
元住民のみならず、近隣町村からも来客が多いことや町民から要望の多かった商品を中心に販
売していることなどを説明しました。
　また、同じ日に経済産業省の大串副大臣も来町され、駅西住宅や帰還困難区域の石熊地区な
どを視察されました。伊澤町長は駅西住宅では９割近い入居があり、町内への移住を検討され
ている方が多いことなどを説明しました。

伊藤復興大臣・大串経済産業副大臣の視察伊藤復興大臣・大串経済産業副大臣の視察

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗
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　町民の皆さまから町政についてのご意見を伺い、今後のまちづくりに反映する「町政懇談会」を
下記の日程で開催します。ぜひお近くの会場にお越しください。東京・新潟県柏崎市・宮城県仙台
市の３会場については町民の皆さまと町職員の座談会を開催いたします。

新潟県柏崎市 東京都 宮城県仙台市

１１月７日（金）

９：３０～１１：３０

１１月１４日（金）　

１４：００～１６：００

１１月２８日（金）

１３：３０～１５：３０

柏崎市産業文化会館

第５会議室

新潟県柏崎市駅前二丁目

２番４５号

東京交通会館　

第二会議室Ａ

東京都千代田区有楽町

２－１０－１

ダイヤパレス仙台中央

９１０（双萩会事務所）

宮城県仙台市青葉区五橋

一丁目１－５８

☎０２５７－２４－７６３３ ☎０３－３２１２－２９３１ ☎０２２－２２７－８２６８

町政懇談会を開催します町政懇談会を開催します

町民の皆さまと町職員の座談会の開催日時と会場はこちら

月　日 時　間 場　　　　　所

10 月　3日（金） 　9:30～11:30 双葉町
双葉町役場　２階大会議室（議場）
双葉町大字長塚字町西７３番地４
☎０２４０－３３－２１１１（代表）

10 月　7日（火） 13:30～15:30
茨城県
つくば市

つくば国際会議場　小会議室４０５
茨城県つくば市竹園２丁目２０－３
☎０２９－８６１－０００１

10 月　8日（水） 　9:30～11:30
埼玉県
加須市

キャッスルきさい　１階（多目的室）
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０
☎０４８０－７３－３１０１

10 月 14 日（火）

10:00～12:00 福島市
サンライフ福島　２階（大研修室）
福島市北矢野目字檀ノ腰６番地の１６
☎０２４－５５３－５５２９

14:00～16:00 郡山市
郡山市労働福祉会館（中ホール）
郡山市虎丸町７－７
☎０２４－９３２－５２７９

10 月 22 日（水）

10:00～12:00 いわき市
いわき市労働福祉会館　３階（大会議室１）
いわき市平字堂ノ前２２
☎０２４６－２４－２５１１

14:00～16:00 いわき市
復興公営住宅勿来酒井団地（集会所）
いわき市勿来町酒井青柳８－２
☎０２４０－３３－０１２５（秘書広報課）

10 月 29 日（水） 10:00～12:00 白河市
白河市立図書館　地域交流会議室（中会議室３）
白河市道場小路９６－５
☎０２４８－２３－３２５０

【問い合わせ先】 秘書広報課 ☎０２４０－３３－０１２５
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町
長
、
松
本
教
育
長
を
始
め
町
関
係
者

７
名
の
皆
さ
ん
が
来
町
し
、
京
丹
波

町
・
双
葉
町
子
ど
も
交
流
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
初
日
の
開
会
式
で

は
、
京
丹
波
町
と
町
立
学
校
の
生
徒
た

ち
と
復
興
ま
で
の
道
の
り
や
双
葉
町
の

現
状
・
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
町
立
学
校

仮
設
校
舎
を
訪
れ
、
町
立
学
校
の
児

童
・
生
徒
と
学
校
生
活
の
紹
介
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
図
り
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
大
熊
町
と
合
同
で
要
望

活
動
を
行
う
た
め
、
復
興
庁
や
経
済
産

業
省
、
環
境
省
、
自
由
民
主
党
東
日
本

大
震
災
復
興
加
速
化
本
部
、
公
明
党
東

日
本
大
震
災
復
興
加
速
化
本
部
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

要
望
活
動
で
は
、
特
定
帰
還
居
住
区

域
に
お
け
る
除
染
等
の
実
施
、
第
２
期

復
興
・
創
生
期
間
以
降
の
財
源
確
保
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
確
実
で
透
明
性
の

あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
住
宅
支
援
策
の
拡
充
、
除
染

土
壌
の
県
外
最
終
処
分
に
向
け
た
取
り

組
み
の
実
施
な
ど
の
重
点
課
題
に
つ
い

て
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

ご
説
明
し
、
立
入
規
制
緩
和
後
の
防
犯

や
放
射
線
防
護
対
策
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の

位
置
等
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
国
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

８
月
１
日
、
役
場
庁
舎
北
側
の
公
設

商
業
施
設
に
イ
オ
ン
東
北
株
式
会
社
が

運
営
す
る
「
イ
オ
ン
双
葉
店
」
が
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
震
災
後
初
め
て

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
町

内
の
生
活
環
境
が
向
上
し
、
町
に
賑
わ

い
を
も
た
ら
す
中
核
に
な
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
同
日
、
一
般
県
道
井
手
長
塚

線
・
長
塚
跨
線
橋
の
開
通
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
常
磐
自
動
車

道
常
磐
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

町
の
復
興
産
業
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

向
上
し
、
復
興
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
、
友
好
町

で
あ
る
京
都
府
京
丹
波
町
か
ら
中
学

生
・
高
校
生
代
表
の
生
徒
８
名
と
畠
中

　

７
月
５
日
、
楢
葉
町
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
、
令
和
７
年
度
双
葉
郡
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
双

葉
町
か
ら
は
、
毎
年
出
場
し
て
い
る
野

球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、剣
道
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
加
え
、
今
年
度
新
た
に
ソ

令
和
７
年
第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

６
月
定
例
会
以
降
の

６
月
定
例
会
以
降
の

行

政

報

告

行

政

報

告

フ
ト
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
に
出
場

し
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
優
勝
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
サ
ッ
カ
ー
が
準
優
勝
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
力

強
い
プ
レ
ー
に
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

７
月
７
日
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠

点
へ
の
立
地
を
予
定
し
て
い
る
ラ
イ
ノ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
と
企
業
立
地
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ま
し

て
25
件
の
立
地
協
定
を
締
結
し
て
お
り

ま
す
。

　

７
月
19
日
、
特
定
帰
還
居
住
区
域
に

お
け
る
立
入
規
制
緩
和
に
関
す
る
住
民

説
明
会
を
開
催
し
、
対
象
と
な
る
下
長

塚
、
三
字
、
羽
鳥
行
政
区
の
皆
さ
ん
へ

立
入
規
制
緩
和
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

行

政

経

過

行

政

経

過

－
立
地
協
定
25
社
に

－

－

住
環
境
の
向
上
進
む

－

－

復
興
前
進
に
向
け
た
要
望

－

－

子
ど
も
交
流
事
業

－

－

立
入
規
制
緩
和
に
向
け
て

－

－

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
大
会

－
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９
月
１
日
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

審
査
会
の
大
村
会
長
ほ
か
７
名
の
委
員

に
よ
る
現
地
視
察
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
で
９
回
目
と
な
る
現

地
視
察
で
は
、
帰
還
困
難
区
域
の
石
熊

地
区
に
あ
る
除
去
土
壌
仮
置
場
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
双
葉
町
役
場
に
お
い
て
、

「
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
今

後
の
審
議
に
向
け
た
要
望
書
」
を
町
と

議
会
の
連
名
で
岩
本
町
議
会
議
長
と

と
も
に
大
村
会
長
へ
手
交
い
た
し
ま

し
た
。

　

私
か
ら
特
に
避
難
費
用
及
び
日
常
生

活
阻
害
慰
謝
料
の
賠
償
と
な
る
期
間

は
、
少
な
く
と
も
当
町
の
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
が
避
難
指
示
解
除
さ
れ
た

令
和
４
年
８
月
30
日
と
す
る
よ
う
見
直

し
を
強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
に
対
し
て
は
、
今
後
も
町
民

一
人
ひ
と
り
の
被
害
に
対
す
る
早
急
か

つ
確
実
な
賠
償
と
生
活
再
建
の
実
現
に

向
け
、
誠
意
あ
る
対
応
を
す
る
よ
う
引

き
続
き
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

－

早
急
で
確
実
な
賠
償
を

－

　応急仮設住宅や県内外借上げ住宅をご利用の方に関わる重要なお知らせです。必ずご確認ください。

　上記の条件に該当しない方は、供与期間は令和８年３月３１日までとなります。

応急仮設住宅・借上げ住宅をご利用の皆さまへ応急仮設住宅・借上げ住宅をご利用の皆さまへ

応急仮設住宅および県内外借上げ住宅の供与期間は、令和 8 年３月３１日までです。
移転先が未定の方は、早めの住居確保をお願いいたします。

以下の条件をすべて満たす方には、供与期間の「特定延長」が認められます。
・新築・住宅修繕・中古住宅購入等の契約が、令和７年７月末までに完了している方
・公共事業等の理由により、完成・引き渡し日が令和８年（２０２６年）４月以降になる方

福島県避難市町村家賃等支援事業の取扱いも、令和８年３月３１日で終了となります。

■ 供与期間について

■ 特定延長について（※対象となる方のみ）

■ 家賃支援について

【問い合わせ先】 【供与期間・特定延長について】　☎０１２０－３０３－０５９

　受付時間：午前９時～午後５時（土日祝日、年末年始を除く）

【福島県避難先市町村家賃等支援事業について】　☎０１２０－９００－７７５

　受付時間：午前９時～午後６時（土日祝日、年末年始を除く）

　双葉町つくば連絡所は、令和７年１０月より、以下の
住所に移転しました。

つくば連絡所が移転しましたつくば連絡所が移転しました

新住所：

電話／ＦＡＸ

〒３０５－００３１

茨城県つくば市吾妻３丁目７－１４

０２９－８５４－７５１１

新・つくば連絡所

つくば駅
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　すっかりお馴染みとなった「ふたば飲み」に、音楽会や映画上映会が加わったスペシャル
イベント「ふたば星空夜市」が、８月２８日と２９日の２日間にわたり開催されました。
　会場となった双葉町産業交流センターには、地元住民だけでなく近隣市町村からも多くの方
が訪れ、２日間で６００人を超える来場がありました。
　初日の音楽会では７グループが出場。ステージと来場者が一体となって盛り上がりました。
２日目には映画を屋外で上映。猛暑に見舞われたものの海風が吹き抜ける会場は涼しさを感じ
ることができました。

ふたば星空夜市にぎわうふたば星空夜市にぎわう
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　８月３０日、双葉町に帰還を果たしてから３年を迎えました。これにあわせて民間団体が東日本
大震災・原子力災害伝承館で「ただいまおかえり双葉の夏」を開催しました。イベント一番の呼び
物は双葉凧合戦です。合戦には双葉町チームも含めて総勢６チームが参加。ルールは約２.１ｍ×１.７
m の凧を３０m以上に上げて直径４㎜ほどの麻糸を絡ませます。糸が絡んだら凧を引き合い、相手
の凧を落下させるか、糸を切ると得点になり、得点の多いチームが優勝となります。風を読み、凧
を操る技が求められます。他チームのベテラン選手の指導を受けた双葉町チームはなんと準優勝。
記念日を彩る結果となり、イベント会場は真夏日を凌ぐ盛り上がりを見せていました。

避難指示解除３年　熱く燃える双葉の夏避難指示解除３年　熱く燃える双葉の夏
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敬老会敬老会 ～ おめでとうございますおめでとうございます　いつまでもお元気でいつまでもお元気で ～

金婚おめでとうございます

金婚式を迎えられたご夫妻

　９月１２日、いわき市で敬老会を開催しました。
　１００人を超える方にご来場いただき、皆さまの元気なお姿を拝見することができました。会場
からは久しぶりの再会を喜ぶ声や、近況を報告しあう姿が見られました。
　式典後にはタレントのなすびさんとフリーアナウンサーの鏡田辰也さんのトークショーが行わ
れ、会場は笑いに包まれました。
　来年もお元気で皆さまにお会いできることを心待ちにしております。

　長年苦楽を共にしてきたご夫妻の結婚５０年
の節目を祝う「金婚」の表彰が行われ、今年度
は６組のご夫妻が対象です。
　この６組のご夫妻を代表して井上一芳様・愛
久子様ご夫妻が表彰されました。これからも仲
良くお元気でお過ごしください。

井上一芳様・愛久子様ご夫妻（郡山）　三瓶茂様・八惠子様ご夫妻（下条）　志賀康夫様・愛子様ご夫妻（郡山）

谷尚之様・啓子様ご夫妻（三字）　松本信正様・京子様ご夫妻（長塚一）　藤田義晴様・礼子様ご夫妻（長塚二）
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　９月１６日、双葉駅前の地域活動拠点 FUTAHOME でインターンの学生による活動の成果
報告会が行われました。８月１６日から１カ月間、学生インターンが町内に住み、町が抱える
課題の解決や新しい価値の創出に向けて活動を続けてきました。この日は、アートを通じた関
係人口の増加を目指すプロジェクトや、町全体を伝承館に見立てて復興の歩みを可視化するプ
ロジェクトなど、４つが報告されました。このインターン活動の一環として、すでに動き出し
ているプロジェクトもあります。「コトラボ本棚プロジェクト」は FUTAHOME に本棚を設け、
寄贈された本を通じて住民と来訪者の交流の場を生み出すというもので、すでに４８冊の本が
寄贈されています。単に本を集めるのではなく、想いを込めた本が集まる場所にすることで、
町民同士の交流や関係人口の拡大が期待されています。１カ月という限られた期間でしたが、
若い学生ならではの視点で、双葉町の課題解決にむけた様々な提案が報告されました。みなさ
ん、１カ月間お疲れ様でした。

未来につながる一歩未来につながる一歩　インターンシップ成果報告会インターンシップ成果報告会

下坂　芽さん

双葉町に関わる
皆さんの町への
想いを強く感じ
た１カ月でした。

その想いが集い、繋がるきっか
けを生むことができたのならと
ても嬉しく思います。ありがと
うございました！

立石　直輝さん

充実した日々で
した。ふたほめ
文庫がこの先も、
双葉町に想いの

ある全ての人に、ひとや町と関
係を築く第一歩として活用され
るのならば、これ以上に嬉しい
ことはありません。

喜古　悠愛さん

双葉町で普段出会えない
人々と出会い、多くの対話を
重ねて、町で聞いた生の声
に心を動かされました。双

葉町の温かい交流の中で多くの自分自身を
見つめるきっかけにもなりました。

田中　優衣さん

最初は不安でいっ
ぱいでしたが、双
葉町の個人の挑
戦を応援する温

かい雰囲気で乗り越えることが
できました。ありがとうござい
ました！

塚本　唯佳さん

活動の中で名前を覚えて声
をかけていただけたことが本
当に嬉しかったです。短い滞
在でしたが、多くの方に助け

ていただき、無事に活動ができました。あ
りがとうございました。また来ます！

インターンを終えて
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原子力損害賠償紛争審査会の町内視察原子力損害賠償紛争審査会の町内視察

　９月１日、東京電力の原発事故の賠償指針を定める原子力損害賠償紛争審査会が双葉町内の帰還
困難区域やイオン双葉店など新しいまちづくりの取り組みについて視察しました。この視察は国
の賠償基準「中間指針」に基づく請求受付や支払い状況の確認を目的に行われたものです。双葉
町内の視察にあわせて町では町議会と連名で大村敦志会長に要望書を提出し、避難の長期化に伴う
賠償などを要望しました。

①日常生活阻害慰謝料について

　（賠償期間の見直し）

②避難指示区域内の営業損害及び就労不能損害

　（地域の現状や事故の特殊性を把握し確実・迅速な賠償の実施）

③原子力損害賠償の水平展開について

　（直接請求によって一律に対応できるよう指針を見直すこと）

　東日本大震災・原子力災害伝承館の来場者が８月２４日に４０万人を達成しました。伝承館
は２０２０年９月双葉町中野地区にオープンし、４年１１ヵ月で４０万人を超えました。記念す

伝承館来場者４０万人を超える伝承館来場者４０万人を超える

べき４０万人目となった茨城県
境町の会社員門脇祐樹さんとそ
のご家族には森隆史副町長から
縁起物の「双葉ダルマ」などの
記念品が贈呈されました。
　４０万人達成について伝承館
では被災地の復興を学ぶホープ
ツーリズムの一環として来場さ
れる方が多いと分析していま
す。町の新たな観光拠点として
更なる観光客の訪問による交流
人口の拡大が期待されます。

要望内容（一部抜粋）
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歴史文化講座を開催します歴史文化講座を開催します

　双葉町出身の朝川美幸氏、泉田邦彦氏のお二人を講師に招き、双葉町の中世史や寺院の歴史につ
いてお話しいただきます。興味のある方は、生涯学習課までご連絡をお願いします。

演　題 「地域の歴史を学ぶ　～基礎知識編～」
講　師 朝川美幸（総本山仁和寺学芸員）、泉田邦彦（石巻市博物館学芸員）
日　時 令和７年１１月８日（土）午後１時３０分～午後４時００分
会　場 双葉町産業交流センター　１階大会議室
定　員 ５０名（要申込）

【問い合わせ先】 教育委員会生涯学習課 ☎０２４０－３３－０２０６

双葉町に伝わる「坂上田村麻呂」ゆかりの伝説

　平安時代のはじめ、朝廷から征夷大将軍（せいいたいしょうぐん）に任命された坂上田村麻呂（さか
のうえのたむらまろ／７５８～８１１年）は、当時「蝦夷（えみし）」と呼ばれていた東北地方の人々と
戦い、服従させたとされています。
　この歴史的事実は、のちに多くの伝説や物語として語られるようになり、特に東北地方には、坂上田
村麻呂が関わったとされる寺社や地名が数多く残っています。

～古代の歴史が今に残る、寺社と伝承～

　双葉町内にも、坂上田村麻呂が創建したと伝えられる寺社がいくつかあります。
　１９７６～７７年に刊行された『双葉町文化財資料（第１集・第２集）』によると、以下の６ヵ所が
坂上田村麻呂に関係するとされる寺社・お堂です。

　町指定文化財「十一面観世音坐像」の由緒に、坂上田村麻呂による創建と記されています。

◯ 寺内阿弥陀堂（長塚地区）　◯ 諏訪神社（両竹地区）　◯ 日吉神社（寺沢地区）
◯ 白山神社（長塚地区）　　　◯ 仲禅寺（寺沢地区）　　◯ 前田地区（現存せず・名称不明）

双葉町にも残る、坂上田村麻呂ゆかりの寺社

　これらの寺社に伝わる由緒にはさまざまな違いがあるものの、次の２つの共通点が見られます。
　大滝根山（田村市・川内村）にいた「賊」や「豪族」を坂上田村麻呂が討伐し、その記念として寺
社を建てたとすること。
　寺社が創建されたのは「大同２年（西暦８０７年）」であるとすること
　これらの特徴は、福島県内の他地域に伝わる坂上田村麻呂伝説とも共通しており、もともと他の地
域にあった物語が、双葉町にも伝わり、形を変えて伝承された可能性があります。

共通する２つの伝承

　近年の研究では、たとえば両竹諏訪神社の坂上田村麻呂伝説は、江戸時代の記録には登場せず、近
代以降に生まれた可能性があると指摘されています。《参考》西村慎太郎「両竹諏訪神社の歴史」（『大
字誌両竹１』収録、２０１９年）
　他の寺社に伝わる由緒も、いつから確認できるのかは、今後の調査が必要です。

伝承の起源と近年の研究

　双葉町に伝わるこれらの坂上田村麻呂伝説は、全国に広がった坂上田村麻呂伝説の一端を示す貴重
な事例として、歴史や民俗の研究においても重要です。
　また、地域の文化や歴史を知るうえでも、大切な手がかりとなっています。

歴史伝説の価値
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夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ ～～ ～～
　朝方のひんやりとした空気がやっと体感できるようになり、秋の気配を感じさせる今日この
頃ですが以前までの季節感とはやはり違ってきています。地球温暖化の影響によるとの報道も
ありますが、「暑さが続き、気温が下がったと思ったら直ぐに冬になるのでは？」という見解
もあり、秋の深まりという趣きが無くなってしまう懸念もあるようです。
　今夏の天候は全国的に二極化しており、記録的な暑さと少雨による水不足の地域では稲作を
はじめ農作物に大きな影響が出たところもあり、一方で台風や線状降水帯の発生による大雨で
洪水被害の地域も多発している現状です。国、地方自治体において自然環境保全の観点に加え、
防災・減災への対応策についてしっかりとした協議が必要だと思います。

　令和１０年４月の開校に向けて、現在、基本設計を進めている段階です。町立学校の子ども
たちはもちろん、双葉町に住んでいる子どもたちや保護者の方々、町立学校の教職員とワーク
ショップを行い、多くの意見をいただきました。双葉町ならではの学び舎としての設計コンセ
プトは以下のものです。

　以上のような設計コンセプトを踏まえて、多様な外国語（英語）活動等ができる空間の構築
を目指します。

【双葉町学校設置基本構想（令和６年３月）、双葉町新学校施設整備基本計画（令和７年３月）等より引用】

目指す学び 目指す学校 基本理念
双葉と世界が
つながる学び

ふるさと創造の
学校づくり

まざる、まなぶ、かわる

共育
様々なことにチャレンジし
続ける力を育む学び

地域
町全体を学びの場とし、町
のよさ、力を感じ取る学び

世界
英語教育と国際理解教育を
基盤とするグローバルな学び

復興
豊かな交わりを通して復興
の担い手となる学び

わたしの学校
今日ずっといたい、明日ま
た来たい、自分の居場所と
思える学校

みんなの学校
地域ぐるみで子どもたちの
学びと成長を支えるコミュ
ニティ・スクール

つながる学校
学校を飛び出し、社会や世
界へ学びが広がるグローバ
ル・スクール

そなえる学校
子どもたち、地域の安全・
安心を支える、災害に強い
レジリエンス・スクール

まざる
町民と地域のコミュニケー
ションを繋ぎ直し、多世
代・多文化が「まざる」新
しいコミュニティの実現

まなぶ
多様な背景の子どもたちが
集まる場所として、誰も取
り残さず共に育つことがで
きる「まなび」の実現

かわる
このプロジェクトを通し変
化すること、例えば新しい
学びのあり方や、移住者を
迎え入れることなど、「か
わる」ことの実現

新しい教育施設等の設計コンセプトについて

双葉町教育委員会教育長
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　小学生との交流の一環で、毎年行われている体操教室に参加しました。昨年のことを覚え
ている年長児は「嬉しい！」「やったことあるやつだ！」と、とても喜んでいました。
　年少児は緊張している様子でしたが、楽しい体操と音楽が始まるとその世界へ引き込まれて
いきました。
　毎週、園長先生の運動遊びが大好きな園児たちは、いつもとは違う運動遊びにも興味津々で、
小学生がやっているのを真似して「楽しいね」と気持ちを共有する年長児と、その年長児を真
似して楽しむ年少児の姿に、見ていた大人たちはとても心和む気持ちになりました。
　バルーンや、転がしドッジボールはみんなで協力して楽しむ運動、サーキットのようになっ
ているマットや平均台、トンネルくぐりなどは、自分の力を発揮して取り組む運動となってお
り、どちらも子どもたちにはとても大切な運動です。
　園児が２名なので、大勢でやる運動が難しい所がありますが、この日は小学生も大人もみん
な一緒に楽しむことができて大満足でした。

ふたば幼稚園だよりふたば幼稚園だよりふたば幼稚園だより

【問い合わせ先】 双葉町立ふたば幼稚園 ☎０２４６－８８－８０８４

体操教室（小学校との交流）
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区　　分
申込者数 第１次試験受験者数 第１次試験合格者数 最終合格者数 採用者数

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

行　政　職 24 12 21 11 17 9 9 3 7 1

土　木　職 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保　健　師 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　　計 24 12 21 11 17 9 9 3 7 1

定年退職 普通退職 死亡退職 懲戒免職 計
人      数 1 7 0 0 8

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

一般行政職 86.9 89.5 91.7 93.3

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休息時間 休憩時間

38時間45分 8：30 17：15 廃止 12：00～13：00

区　　分 職員数 対前年
増減数部　　門 令和６年 令和７年

一般行政

議 会 2 2 0
総 務 44 47 3
税 務 6 5 ▲ 1
農林水産 6 9 3
商 工 2 2 0
土 木 10 10 0
民 生 4 7 3
衛 生 7 9 2
計 81 91 10

教　　育 11 15 4
一般行政＋教育 92 106 14

特別会計
及び
企業会計

下 水 道 1 1 0
そ の 他 3 4 1
計 4 5 1

合　　計 96 111 15

年　度 時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間
令和 6 年度 １５，７８７時間 １７６時間
令和 5 年度 １３，１４３時間 １５８時間

男　性 女　性
新たに育児休業を取得した者 4 2
前年度から引き続いている者 0 3

年　度 総付与日数（日） 総使用日数（日） 全対象職員数（人） 平均使用日数（日） 取得率（%）

令和6年度 3,739 1,557.4 116 13.4 41.65%
令和5年度 3,277 1,229.5 97 12.7 37.52%

処　分　事　由 降任 免職 休職 降給 計

勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 3 0 3

職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

１．職員の任免及び職員数に関する状況（会計年度任用職員除く）

２．職員の勤務時間、勤務条件及び服務の状況

３．職員の分限及び懲戒処分の状況

（２）職員の退職の状況

（５）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況

（４）部門別職員数の状況

（１）採用候補者試験（大学卒業程度）・職員選考の実施状況（令和６年度実施）

（令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日）

（１）職員の勤務時間（令和 7年 4月 1日現在）＜標準的なもの＞

（注）「ラスパイレス指数」は、国家公務員の給料を１００とした場合の町職員の給与水準を示したものです。

（注）地方公務員法第 28 条第 1項及び第 2項

（注）定員管理調査における職員数です。

（注）特別職、管理職は除く。

（各年 4月 1日現在）

（３）時間外勤務及び休日勤務等の状況（令和6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日）

（２）年次有給休暇の取得状況（令和6年 1月 1日～令和6年 12月 31日）

（単位：人）

部　　局 定　　数 職  員  数 差　　引
町長事務部局 105 90 ▲ 15
議会事務部局 2 2 0
農業委員会事務部局 　1（3） （2） ▲ 1（▲1）
教育委員会事務部局 18 15 ▲ 3
選挙管理委員会事務部局 （3） （3） 0
監査委員事務部局 （2） （2） 0

合　　計 126 107 ▲ 19
（8） （7） （▲1）

（３）職員の定数の状況（令和 7年 4月 1日現在）

（注）（　）内は兼務職員数です。

（単位：人）

（単位：人）

（４）育児休業の状況（令和6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日）（単位：人）

（１）分限処分者数（令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日）　 （単位：人）

双葉町における「人事行政の運営等の状況」を条例に基づきお知らせいたします。

双葉町の人事行政の運営等の状況の公表双葉町の人事行政の運営等の状況の公表
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処　分　事　由 戒告 減給 停職 免職 訓告 厳重注意 計
法令、条例等に違反した場合 0 0 0 0 0 0 0

職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合 0 0 0 0 0 0 0

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0 0 0 0 0 0 0
（注）地方公務員法第 29 条第 1項

（２）懲戒処分者数（令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日）　 （単位：人）

６．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）健康診断の状況 （令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日）

（２）職員健康増進事業（令和 6年度分）

５．職員の研修状況 （令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日）

研　修　・　講　座　名 研修場所（主催） 実施年月 実施日数 受講者数
新規採用職員前期研修 ふくしま自治研修センター 令和６年   ５月 ３日 １名

新規採用職員後期研修 ふくしま自治研修センター 令和６年１１月 ４日 １名

新規採用職員（社会人経験者）研修 ふくしま自治研修センター 令和６年   ５月 １日 ３名

基礎力・応用力・実行力アップ研修 ふくしま自治研修センター 令和６年　５月～　６月、１１月 ２日 ５名

新任係長研修 ふくしま自治研修センター 令和６年   ８月 ２日 ２名

健康診断の種類 受診者数（人） 健康診断の種類 受診者数（人）
胃がん 17 腹囲測定 95
血圧測定 93 聴力検査 95
心電図検診 95 前立腺がん検診 20
眼底検査 85 人間ドック 52
尿検査 95 脳ドック 30
大腸がん検診 52 子宮がん予防検診 12
血液検査 95 乳がん予防検診 13
胸部Ｘ線検査 95 延べ受診者数 944

事　業　名　称 受診者数・受講者数
ストレスチェック（計１回） 全職員
個別面談（計１回） 　２３名
市町村派遣職員等メンタルヘルス研修 １６名

４．職員の服務の状況（令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日） （単位：人）

区　分 内　　　容 地方公務員法 違反者数
服務の宣誓 職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない 第３１条 0

命令に従う義務 職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令にしたがわなければならない 第３２条 0

信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない 第３３条 0

秘密を守る義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする 第３４条 0

職務に専念する義務 職員は勤務時間中、職務に注意力の全てを用い、職務にのみ専念しなければならない 第３５条 0

政治行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与するなど、政治活動等をしてはならない 第３６条 0

争議行為等の禁止 職員はいわゆるストライキ等をしてはならない 第３７条 0

営利企業等従事制限 職員は任命権者の許可なく、営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得てい
かなる事業にも従事してはならない 第３８条 0

合　　　計 0

７．勤務条件に関する措置の要求の状況
（令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日） （令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日）

継 続 件 数 措 置 要 求 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４６条の規定に基づく職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する措置の要求

８．不利益処分に関する不服申立の状況

継 続 件 数 不 服 申 立 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４９条の２第１項の規定に基づき、職員の懲戒その他その意に反する
不利益な処分に対する審査請求又は異議申立て

【問い合わせ先】 総務課　行政係 ☎０２４０－３３－０１２４
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令和７年度秋冬の予防接種について令和７年度秋冬の予防接種について

小児のインフルエンザ予防接種小児のインフルエンザ予防接種

　高齢者を対象に、インフルエンザと新型コロナウイルスの定期予防種を実施します。どちらのワク
チンも、発病や重症化の予防に効果があるとされています。
　インフルエンザワクチンは、流行前の１２月上旬までの接種が特に効果的です。

小児のインフルエンザ予防接種は任意接種のため、予防接種費用の一部を助成します。
接種に関しては、主治医とご相談のうえ実施してください。保護者の同意が必要です。

対　象　者 双葉町に住民票がある生後６カ月～中学３年生の方

助　成　額 １回　２,０００円（差額分は自己負担）

助成回数 ・生後６カ月～１３歳未満　２回　　・１３歳以上～中学３年生　１回

対象期間 令和７年１０月１日（水）～令和８年１月３１日（土）

助成手続き

 ・接種費用は全額を支払い、必ず領収証を受け取ってください。（費用は医療機関により異なります。）

・「助成申請書」に以下のものを添付して、郵送または窓口に提出

　□ 領収書（原本）

　□ 接種を受けた証明となる予診票の写し又は母子健康手帳（予防接種の記録欄）のコピー

・申請期間は令和８年３月末日まで。

備　　考
・予診票の指定はありません。医療機関のものをお使い下さい。
・「助成申請書」は町のホームページからダウンロードできます。
　郵送も可能ですので、ご連絡下さい。

両ワクチンともに１回接種です。
インフルエンザ・新型コロナワクチンは、ご本人の希望による任意接種です。
接種にあたっては、効果や副反応について医師とよく相談のうえご判断ください。
「予診票が届かない」「紛失してしまった」などの場合は、双葉町役場健康福祉課へご連絡ください。

・接種日に満６５歳以上の方
・接種日に満６０歳以上６４歳以下で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に重度の障がい（身体障害者１級程度）がある方

※住民票が双葉町にある方が対象です。

接種期間

インフルエンザワクチン 新型コロナワクチン

令和７年１０月１日（水）～令和８年１月３１日（土） 令和７年１０月１日（水）～令和８年３月３１日（火）

※接種期間が延長されました

接種方法

福島県内にお住まいの方 福島県外に避難中の方

９月に郵送された予診票を使用し、県内の医療機関に予

約のうえ接種してください。

避難先の自治体で接種に必要な手続きを行ってください。

自己負担が発生時は、申請によって費用の助成を受けら

れます。

費用　インフルエンザ：無料

　　　新型コロナ：自己負担 ４,５００円

助成内容　インフルエンザ：全額助成

　　　　　新型コロナ：４,５００円を超える分を助成

※ 福島県内での接種をご希望の方は、双葉町健康福

祉課までご相談ください。

期間外に接種した場合は全額自己負担となりますのでご注意ください。
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毎月第３木曜日
午前１０：００～１１：３０

健康相談、健康講話、体操など

　１２月以降の予定は健康福祉課へお問い合わ
せください。

双葉町コミュニティ施設せんだん広場
（郡山市御前南２丁目７３）

会　場：

日　時：

内　容：

郡山健康相談会の会場が変わります郡山健康相談会の会場が変わります

放射線健康相談だより放射線健康相談だより

　健康相談会の会場が郡山支所２階会議室から双葉町コミュニティ施設せんだん広場へと変更に
なりました。
　会場は変わりますが、皆さまの健康づくりのお手伝いとして、保健師等による健康相談会を
毎月１回開催します。健康講話や体操なども予定していますので、お気軽にご参加ください。

日　程 支援機関

９月１８日（木） こころのケアセンター

１０月２２日（水）

※１０月は水曜開催です
こころのケアセンター

１１月２０日（木） こころのケアセンター

　双葉町では、放射線に関する健康への不安を解消することを目的に、町民の皆さまと率直
に意見を交わす「車座意見交換会」を開催しています。

　今年度第１回目の意見交換会は、８月２１日に双葉町コミュニティ施設せんだん広場にて、
放射線リスクコミュニケーション相談員支援センターの協力のもと開催されました。

　今回は、包括連携協定を結んでいる長崎大学の折田真紀子先生を講師にお迎えし、放射線
の基礎知識や健康への影響、双葉町内の空間線量率に基づく外部被ばく・内部被ばくについ
て、わかりやすく解説していただきました。その後の質疑応答では、参加者の皆さまから寄
せられたご意見やご質問に対して、折田先生が丁寧にお答えしました。

　意見交換の中では、「町内を二輪車で
走行することは、今も制限されているの
か？」といった質問や、「今後も継続的に
情報発信をしてほしい」といった前向きな
ご意見がありました。

　放射線に関するご相談やご不安がある方
は、健康福祉課健康づくり係までお気軽に
ご連絡ください。

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４０－３３－０１３１
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【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

福島県生活環境部　消費生活課　☎０２４－５７２－６４０１

健康福祉課　健康づくり係　☎０２４０－３３－０１３１

双葉町わくわくウォークプログラム開催のお知らせ双葉町わくわくウォークプログラム開催のお知らせ

食と放射能に関する座談会を開催します食と放射能に関する座談会を開催します

　双葉町では、「歩き方」に着目した健康づくりプログラムをスタートします。
　正しい歩き方を身につけて、元気な体づくりを始めましょう！

「ホコタッチ」 をお渡しします。
ホコタッチは、町役場の健康福祉課窓口に設置されたタッチス
ポットに月１回かざすことで、１ヵ月間の歩行状況を印刷し、
毎月の歩き方の変化や成果を確認できます！

※ホコタッチ

　加速度センサーを備えた歩行計

令和８年２月頃に第２回歩行力測定会の開催を予定しています。
第１回測定会で受けたアドバイスを実践した成果を確認する良い
機会です。

皆さまのご参加をお待ちしています！

　食と放射能に関する専門の先生や生産者の方と交流する講演＆座談会です。
　気になっていたけれどなかなか聞くことができなかった、食と放射能についての質問等に
お答えします。ぜひご参加ください。

令和７年１０月２８日（火）・２９日（水）１０：００～１５：００
１０月２９日は体組成測定もできます。（１２：００～１３：００はお昼休み）
双葉町役場１階 大会議室
参加希望の方は１０月２２日までに健康福祉課へお申し込みください。

令和７年１１月８日（土）１１：００～１４：３０日　　時：

浅野撚糸　双葉事業所　フタバスーパーゼロミル　エアーかおる双葉丸 
（福島県双葉郡双葉町大字中野字舘ノ内１－１）

場　　所：

無料参　加　費：

２０人（小学３年生以上）募集人数：

令和７年１０月２３日（木）
※申込者多数の場合は抽選により決定いたします

申込締切：

ＱＲコードにてお申込みください 申　込　先：

日 時：

会 場：

第１回 歩行力測定会

歩行力測定会に参加すると？
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ご支援ありがとうございますご支援ありがとうございます

　いただいた義援金は大切に使わせていただきます。ご支援ありがとうございます。

ピースフルコンサート越谷実行委員会・山本誠一郎代表 滋賀県立河瀬中学校高等学校・生徒代表の皆さん

クレー射撃　東北大会入賞クレー射撃　東北大会入賞

　８月２４日、宮城県クレー射撃場で開催された第
５２回東北総合スポーツ大会でクレー射撃のトラッ
プ団体種目。小川貴永さん（長塚二）が福島県チー
ムの監督兼選手として出場し、見事２位入賞を果た
しました。おめでとうございます。

画面左が入賞した小川さん

▲

盆踊り大会開催盆踊り大会開催　県南双樹会県南双樹会

　令和７年８月１７日、白河市にて「県南双樹会 盆踊り大会」を開催しました。開会は１１時。佐々
木寿美子副会長の開会のことばに続いて、参加者全員で黙とうを行い、故人を偲びました。会長の
あいさつの後、いよいよ盆踊りのスタートです。
　双葉音頭に合わせて輪になって踊り始めると、会場は一気に賑やかな雰囲気に包まれました。年
齢を問わず、多くの方が笑顔で踊る姿が印象的でした。
　踊りに続き、食事を楽しんだあとは、皆さんお待ちかねの「お楽しみ抽選会」。抽選番号を引く
役目は、小学生以下のお子さんが担当。
元気いっぱいの声が会場をさらに盛り
上げてくれました。抽選会のあとは再
び盆踊り。名残惜しさを感じながらも、
大会は無事に終了となりました。
　参加された方からは、「夏祭り、お
世話になりました。楽しかったです」
といった声も寄せられています。こう
した声が励みになります。

県南双樹会　舘林　孝男
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　福島県は１０月を「不正軽油撲滅強化月間」と

定め不正軽油の排除に取り組んでおります。

　不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染

の問題のほか、公正な市場競争の阻害、更には暴

力団等犯罪組織の資金源にもつながります。

　不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆さまのご

協力と情報提供が欠かせません。

　情報提供は県庁税務課または最寄りの地方振興

局県税部までご連絡ください。

　福島県防災アプリには、自分や家族の避難計画

をいつでも確認できる「マイ避難シート」機能を

搭載。ハザードマップ確認や持ち出すものの整理

を、スマホ上で簡単に登録できます。

　また、避難所までのルート案内、防災情報のプッ

シュ通知、グループ安否確認など、多彩な機能で

安心を支援。災害時に慌てず避難をするために、

ぜひアプリで備えてください。

名　　称 合同就職面接会 就職面接会

日　　時 １０月１７日（金）１２：３０～１４：１５ １０月２４日（金）１３：３０～１５：００

会　　場
まるさん・あったまるアリーナ　　　　　

(南相馬市原町区桜井町２丁目２００)　　　　　

大熊町商工会館　　　　　

(双葉郡大熊町下野上大野８０番地)　　　　　

参加企業 相双地域等の企業３８社 相双地域等の企業１４社

参加方法 電話、ホームページから予約　または当日参加

備　　考 雇用保険受給者の方は求職活動実績になります。参加証明書を発行します。

不正軽油撲滅強化月間不正軽油撲滅強化月間
県防災アプリ県防災アプリ

「マイ避難」を登録しよう「マイ避難」を登録しよう

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

☎０２４－５２１－８６５１

☎０２４－５２４－２１２１

zeimu@pref.fukushima.lg.jp

☎０２４－５２１－７２０５福島県総務部税務課 福島県危機管理部危機管理室

福島広域雇用促進支援協議会

電子メール

　相双地域の魅力体験コーナー（入場無料）にて

ロボットの操作やものづくり体験などを楽しむこ

とができます。なお、仕事体験プログラムの空き

枠については、メイン会場において当日申込を受

け付けております。ぜひ、お越しください！

　今年は年末調整において基礎控除等の改正が実

施されます。

①令和７年１１月１０日（月）１３：３０～１６：００

　 相馬市総合福祉センター（はまなす館）多目的

　ホール（相馬市小泉字高池３５７）

②令和７年１１月１３日（木）１３：３０～１６：００

　 富岡町文化交流センター学びの森　会議室

　（富岡町大字本岡字王塚６２２－１）

　定員に限りがあるため事前の申込みが必要です。

　（期限１１月４日（火））

　申込先　公益財団法人　相双法人会

　　　　　☎０２４４－３６－５７５４

※詳細はＱＲからご確認ください。

「OutOut ofof KidZaniaKidZania inin ふくしまふくしま

 相双相双 ２０２５」を開催します！２０２５」を開催します！

相馬税務署が年末調整説明会を相馬税務署が年末調整説明会を

開催します開催します

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

☎０２４４－３６－３９４２ ☎０２４４－２６－１１４２相馬税務署法人第一部門

福島県相双地方振興局企画商工部

地域づくり・商工労政課

日時：

日時・場所

令和７年１０月２５日（土）、２６日（日）

１０：００～１６：００

場所：福島ロボットテストフィールド　ほか
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第三回　ふたば・こおりやまふれあい祭り第三回　ふたば・こおりやまふれあい祭り

日　時 令和７年１１月２９日（土）１０：００～１５：００

会　場 ビッグパレットふくしま　１階　多目的展示ホール

内　容 手芸品等の展示・販売、駄菓子販売、焼き菓子販売、
フラワーアレンジメント、ネイルアート、ビーズアート等のワークショップ、マジックなどの
ステージショーなど

　双葉郡と郡山市の住民の方の交流を目的にしたイベントです。
　双葉郡と郡山市のキャラクターも登場。キッチンカーも来場。
　お子様から高齢者まで楽しめる内容となっております。

　こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前申し込み
が必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

　①毎週水曜日
　②毎週木曜日
　　のどちらか 13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 1階多目的室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3） 10月14日（火）

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3） 10月　3日（金）

10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291郡山市喜久田公民館
（郡山市喜久田町堀之内字下河原 1） 10月　6日（月）

双葉町産業交流センター大会議室
（双葉町大字中野字高田 1－1） 10月15日（水） 10:30 ～ 12:00

双葉町地域包括支援センター
☎ 0246 －84 －6729

●社協サロン

～～ １０月１０月　健康運動教室・サロンのお知らせ健康運動教室・サロンのお知らせ～
双葉町社会福祉協議会

町民ゴルフ大会のお知らせ町民ゴルフ大会のお知らせ

日　程 令和７年１１月２日（日）　小雨決行

会　場 ＪＧＭサラブレッドカントリークラブ（いわき市渡辺町上釜戸字上ノ代２４５）

　申し込み方法、参加費、競技方法などの詳細情報については、同封している双葉ふれあい
クラブのチラシをご覧ください。

　下記日程で町民ゴルフ大会を開催しますので、ぜひ皆さまご参加ください！

【問い合わせ先】 ☎０２４０－２３－０１２０ ＦＡＸ０２４０－２３－０１２１ＮＰＯ法人双葉ふれあいクラブ

【問い合わせ先】 ☎０２４－９８３－１１５７特定非営利活動法人コースター

昨年開催した「第三回　ふたば・こおりやま

ふれあい祭り」の様子
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原子力規制委員会　行政職員募集原子力規制委員会　行政職員募集

募集期間 令和７年９月１日～１０月３１日

募集職種 原子力検査官　原子力防災専門官　他

求める人材 ・原子力施設の運転、保全、検査、設計等に専門性がある方
・放射性廃棄物管理・処分に専門性がある方
・火災、防災、放射線、土木、建築等に専門性がある方　他 詳細はこちら

【問い合わせ先】 ☎０３－３５８１－３３５２原子力規制委員会

相続登記申請の義務化について相続登記申請の義務化について

　令和 6 年 4 月 1 日から、不動産を相続した際の相続登記の申請が義務化されました。
　相続登記とは、亡くなった方から不動産を受け継いだ際に、名義を変更する手続きです。

　相続登記や住所等変更登記について分からないことがある場合は、お近くの法務局または法務局の
ホームページをご確認ください。

※ 期限までに申請がない
場合は、過料が科され
ることがあります。

相続が発生した時期により、期限が異なります。

変更があった時期 登記申請の期限

令和８年４月１日以降 変更から２年以内

令和８年３月３１日以前 令和１０年３月３１日まで

相続の発生日 登記申請の期限

令和６年３月３１日以前 令和９年３月３１日まで

令和６年４月１日以降 相続発生から３年以内

　令和 8 年 4 月 1 日からは、不動産を所有している方（個人・法人）が、住所や氏名、本店や商号を
変更した場合にも、登記の申請が義務となります。

住所等変更登記の申請期限

相続登記の申請期限

福島地方法務局福島地方法務局

【問い合わせ先】 ☎０２４－５３４－１１１１福島地方法務局

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期しておりました「昭和５０年度卒双葉中学校同級会」に
ついて、下記により開催する運びとなりました。震災により各地に避難等をしたまま還暦も過ぎましたが、
久しぶりの旧友との語らいは懐かしく、楽しみかと思います。
　つきましては、万障繰り合わせの上、ご出席くださるよう幹事一同心よりお待ちしております。

双葉中学校「昭和５０年度卒」同級会の開催について双葉中学校「昭和５０年度卒」同級会の開催について

日　時 令和７年１１月８日（土）１６：３０～ 幹　事

場　所 いわきワシントンホテル椿山荘
（福島県いわき市平字一丁目１番地）

鈴木　健一　☎０９０－２９８６－６１２７
渡辺　浩美　☎０９０－９６３６－１２３６
山本眞理子　☎０９０－８７８６－８３４８
小野田睦子　☎０８０－１８５３－６９７６
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【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

福島地方環境事務所からのお知らせ福島地方環境事務所からのお知らせ環境省環境省

・放射線モニタリングについて

　空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による影響は確認されていません。

　今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

　中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果はこちらのＱＲコードから確認できます。

　環境省では、双葉町の特定帰還居住区域（鴻草、渋川、長塚、寺沢、松倉、上羽鳥、下羽鳥、目廹、

水沢、前田、新山、細谷、山田、松廹、石熊の各一部※）及びその周辺に位置する建物解体の申請を

受け付けています。解体を希望する場合は、下記の解体申請の受付窓口にご相談ください。

※所有建物の住所が区域範囲内か確認したい方は下記の受付窓口までお問い合わせください。

※環境省が除染した家屋等は解体の対象外です。解体される場合は、除染を希望しないでください。

・特定帰還居住区域の被災家屋等の解体申請について

【解体申請受付窓口】

場　　所

受付時間

連　絡　先

：

：

：

いわき市東田町２丁目１９－３　トークビル１－Ａ号棟（双葉町いわき支所の隣）

月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ （祝日及び年末年始を除く）

☎ ０１２０－７７３－２７５（フリーダイヤル）

高島テクノロジーセンター

解体工事について解体工事について

・中間貯蔵施設見学会について

　１０月１７日（金）、１８日（土）に中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を予定しています。

　見学のお申込み・お問い合せは中間貯蔵事業情報センター（☎０２４０－２５－８３７７）へ。

中間貯蔵施設について中間貯蔵施設について

・双葉町片付けゴミサポートセンター

　家屋の片付けによって生じた片付けゴミの個別回収を行っております。

※事業系廃棄物・避難指示解除地域の片付けは受け付けておりません。

受付時間：月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ （祝日及び年末年始を除く）

連　絡　先：☎ ０１２０－００７－８８６（フリーダイヤル）

ＦＡＸ ０１２０－００４－５５３（受付は２４時間）

【片付けゴミ回収申込先】 株式会社　伊藤工務店（令和７年度環境省業務受託業者）

片付けゴミについて片付けゴミについて

・輸送について

　中間貯蔵施設双葉工区への搬入状況は下記のとおりです。

　７月２８日から双葉工区への除去土壌等の搬入を実施しております。

　２０２５年度は、１４,１６０㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は３,９６９,６７９㎥）※８月３１日現在
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ふたばフードフェス２０２５を開催しますふたばフードフェス２０２５を開催します

　県内外の様々なジャンルの飲食ブースが出店します。ステージイベントも盛りだくさんです。
会場にお越しください。

【問い合わせ先】

【申込・問合せ先】

復興推進課 ☎０２４０－３３－０１２７

ふくしま里親相談センター ☎０９０－１０８０－９６６４ ＦＡＸ０２４－９８３－７７０８

日 程：令和７年１０月４日（土）、５日（日）　

会 場：双葉町産業交流センターと周辺エリア

１０月２４日（金）　１４：００～１６：００
道の駅南相馬ホール（南相馬市原町区高見町２丁目３０－１）

【相双地区会場】

【いわき地区会場】１０月３１日（金）　１０：００～１２：００
福島県浜児童相談所（いわき市自由ヶ丘３８－１５）

日　　時

１．講義「里親制度について」  　 ２．里親体験談内　　容

各２０人定　　員

１０月２０日（月）申込期限

必要事項（氏名、人数、お住まいの市町村、連絡先）を記入のうえ、
電話・メール・ＦＡＸのいずれかにて申込ください。

申込方法

１. 参加費無料
２.「ふくしま里親相談センター」のインスタグラムをご確認ください。

そ の 他

「里親入門講座」「里親入門講座」～知ってほしい里親のこと知ってほしい里親のこと～
　ふくしま里親相談センターでは、浜児童相談所と一緒に里親制度や子どもの福祉に関心のある
方を対象とした里親入門講座を開催します。

【問い合わせ先】 復興推進課 ☎０２４０－３３－０１２７

回答方法
・インターネット　・紙の調査票（郵送無料）
・調査員への手渡し

回答期間

・インターネット　　９月２０日～１０月８日
・調査票の郵送　　　

１０月１日～１０月８日
・調査員への手渡し

国勢調査にご協力ください国勢調査にご協力ください

　今年は５年に一度の国勢調査が実施されます。
　９月３０日までに調査員が各世帯を訪問し、調査書類（オンライン回答用ＩＤおよび紙の調査
票など）を配布しています。

　ご回答よろしくお願いします。

※ パソコンやスマートフォンタブレッ
トからの回答は２４時間可能で。調査
員による訪問・回収が不要なインター
ネット回答をぜひご利用ください。
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役場庁舎・支所一覧役場庁舎・支所一覧
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氏　名 年　齢 死亡日 行政区

遠藤　トク ９５ 　７月１９日 長塚二

齊藤　ヨシ子 ９７ 　７月２３日 郡　山

前田　千早子 ８３ 　７月２８日 長塚二

渡部　キノヨ １０４ 　７月３０日 長塚一

堀内　昭正 ８３ 　８月　５日 寺　松

原　猛 ７７ 　８月１３日 長塚一

宇名根　幸夫 ８７ 　８月１６日 山　田

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします

（令和７年９月１日現在）

・福島県内に避難されている方 3,724 人
2,643 人・福島県外に避難されている方

　了承の得られた方のみ掲載しています。

秘書広報課 ☎０２４０－３３－０１２５

※双葉の風だよりでは皆さまからの投稿をお待ちしております。

プレミアム付き商品券の利用期限は１月末日です。プレミアム付き商品券の利用期限は１月末日です。

利用期限までにご使用ください。利用期限までにご使用ください。
【問い合わせ先】 双葉町商工会 ☎０２４０－３３－２３１１
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